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ミュンヘン便り
～自転車通勤～

ミュンヘンでは盛んな自転車通勤、以前に
筆者の自転車通勤路をご紹介しましたが、去
年引っ越したので、新たな自転車通勤路をご
紹介します。現在の自転車通勤路は、イング
リッシュガーデンの南部分を突っ切っていき
ます。四季折々の自然の変化を楽しめるこの
ルートを通って自転車通勤できるのは快適で
す。もっともこの時期は天気との相談が必要
ですが。

イングリッシュガーデンとは、ミュンヘン
市民の憩いの場となっている市民の森です。
1789年に作られ、ウィキペディアによれば面
積は3.7Km２、イザール川の西側に沿って南
北に細長く伸びています。イングリッシュガ
ーデンは、日比谷公園やセントラルパーク、
ハイドパークのような位置づけ、イザール川
は、賀茂川やセーヌ川のような位置づけでし
ょうか。ところどころに芝生が広がり、人々
がゴロゴロできるようになっていますが、全
体的にはこんもりとした森で、そこには
Eisbach（アイスバッハ）という名の小川が
流れ、湖もあります。そこではおそらく定住
している（？）鴨の他に、様々な種類の渡り
鳥、例えば白鳥、グースを見ることができま
す。他にも様々な渡り鳥を見ることができる
のですが、筆者が鳥の名前を知らないのでこ
こでご紹介できないのが残念です。

平日の早朝には、出勤前にジョギングする
人を多く見ます。夕方、特に夏の夕方には、
ヨガ教室などのトレーニング教室が芝生の上
でしばしば開催されています。名前の通り氷

のように冷たいアイスバッハは、夏になると
水を楽しむ人で芋の子を洗うがごとき状況と
なります。森の中の小道は、季節を問わず、
天気の良い週末は家族連れや友達同士で散歩
する人々で一杯になり、人々の間を自転車で
通過するにはかなりの忍耐力とバランス力と
を要します。

写真は、この秋のある朝の通勤途中の一こ
ま。たくさんのグースが、道や芝生で忙しく
朝食を取っていました。皆食べるのに忙し
く、人間との距離１mほどでも食べることに
集中しています。冬に備えてたくさん食べて
いると見え、丸々としておいしそうなグース
たちです。ドイツではグース料理もあるので
すよ。煮込んだ紫キャベツとジャガイモ団子
を添えて、赤ワインソースをかけて食べる伝
統的な秋冬料理の一つです。

イングリッシュガーデンを自転車で通勤す
るのはとても気持ちいいのですが、いくつか
注意点があります。まず、馬糞に注意しなけ
ればなりません。イングリッシュガーデンの
中には乗馬クラブがあり、そのためと思われ
る馬糞が頻繁に道の真ん中に堂々と残されて
います。乾燥して土の一部のようになってい
れば自転車で踏んでもさほど問題ないかもし
れませんが、新鮮なのが多いのです。警官が
イングリッシュガーデンの中で馬に乗ってパ
トロールしていますので、その馬の落とし物
もあるかもしれません。ちゃんと拾ってほし
いものです。道で馬に遭遇した時には、馬を
驚かせないように、自転車の速度や馬との距
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離に注意します。

犬を連れて散歩をする人が多く、その際に
犬が綱につながれていない場合も多々あるの
で、犬の近くを通るときには犬の動きに要注
意です。ある朝、自転車で事務所に向かって
いるときに、前方からつながれていないチワ
ワが近づいてきました。すれ違うと思われた
瞬間、チワワは90度進行方向を変え、筆者の
進路を横切りました。チワワはもともと狩猟
用の犬だったそうで、動きがとても速いので
す。反応しきれなかった筆者の自転車は、前
輪がチワワの上を通過した後で停止しまし
た。チワワは飼い主に鳴きながら走り寄り、
飼い主は当然憤慨し、筆者は謝って保険番号
を伝えておきましたが、何となく腑に落ちな
いので元同僚の親切な弁護士Dr. Wに電話し
ました。
 筆者：「イングリッシュガーデンを自転車
で走っていてチワワをひいてしまったので
すが。」
 Dr. W：「チワワはつながれていました
か？」
筆者：「？」「いいえ」
 Dr. W：「それならあなたには何の責任も
ありません。心配無用です！！！」
Dr. Wはきっぱりと言い切り、筆者のそれ
以上の質問は全て無用と言わんばかりだった
ので、筆者はそれ以上聞き返すこともなく受
話器を置きました。念のために保険会社にも
電話を掛けたのですが、上述と同じ問答の結
果、保険会社も満足そうに電話を切りまし
た。この保険とは、「他人に与えた損害に責
任があり、その損害を賠償する場合の保険」
であり、ドイツで真っ先に加入すべき保険と
されています。例えば、筆者は引っ越しの際
に古い住居の古い便器に何かが当たってヒビ
ができたために、新しく高級な便器をつける
費用を支払うことになりましたが、その費用
はこの保険でカバーできました。結局、チワ

ワに関しては、つないでいなかった飼い主の
責任であるらしく、チワワ（内臓の機能がち
ょっと弱っていた）の治療代は飼い主が自己
負担し、チワワはすぐに元気になりました。
動物の生命力は強いですね。

イザール川沿いにはよく整備された自転車
道が延びています。バイエルン南部のイザー
ル川の源流から、イザール川がドナウ川と合
流する合流地点へ。さらにそこからドナウ川
に沿って、オーストリアとの国境の町
Passau（パッサウ）を通り、ドナウ川に沿
ってウィーンへ。筆者は今年、イングリッシ
ュガーデンからパッサウまでの自転車旅行を
試みました。その時のお話はまたそのうち
に。それでは皆様、良いお年をお迎えくださ
い。Guten Rutsch ins neue Jahr!
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